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～国語科「書くこと」の
学習に力を入れて～

折尾西小学校は、国語科「書くこと」の授業
に、特に力を入れています。「書くこと」の授
業方法について、教師同士で研究を深め、北九
州市の各校にその技術や手法を伝えていく重要
な役目も担っています。
もちろん、一番大切にしていることは、その

技術や手法で、折尾西小の子どもたちの学力を
伸ばすことです。書くことに熱心に取り組むこ
とで、「伝えたいことを文章でうまく伝える力』
は、着実に身に付いています。
そして、『書くことは考えること』と言われ

るように、思考力・判断力・表現力等という学
力の重要な部分も、「書くこと」の学習に、各
学年に応じた内容を熱心に取り組むことでしっ
かり鍛えられています。
普段、大事に取り組んでいる「視写」「漢字

の書き取り」等は、文字を正しく速く書く基礎
･基本を鍛える活動です。「音読暗唱ブック『ひ
まわり』を使った暗唱活動」「読書」は、使え
る言葉の数を増やすことに役立つ活動です。こ
れらの活動を大切にした上で、書くことの学習
を充実させていくように、取り組んでいます。
６・7月は、「書くこと」の学習がどの学年に

も組まれています。教師と子どもたちが真剣に
「書くこと」に取り組んでいる姿の一部ではあ
りますが、紹介したいと思います。

【『書くこと』の授業スナップ】
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